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暫
定
世
界
遺
産
リ
ス
ト
「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心

と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
で
は
、
土
木
建
築
的
に
何
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
三
内
丸
山
遺
跡
の
巨
大
六
本
柱
は
、
誰

で
も
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
が
、
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
に
共
通
す
る
も
の
は
何
か
？　

土
木
写
真

家
の
西
山
氏
と
悩
み
な
が
ら
現
地
入
り
し
た
の
が
、
今

回
の
取
材
の
旅
で
あ
る
。
到
達
し
た
結
論
は
、
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
。

　

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
で
有
名
な
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

あ
る
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
だ
。
学
生
の
頃
、
何
か
で
知
り
、

イ
ギ
リ
ス
に
行
く
た
び
に
、
時
間
が
あ
っ
た
ら
訪
れ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
未
だ
に
果
た
せ
ず
に
い
る
。

こ
う
い
う
も
の
は
「
時
間
が
あ
っ
た
ら
」
と
い
う
中
途

半
端
な
気
持
ち
で
は
な
く
、「
行
く
」
と
い
う
強
い
意
志

が
働
か
な
い
と
行
け
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
最
近

わ
か
っ
て
き
た
。
今
回
、
北
海
道
・
北
東
北
の
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
を
取
材
し
た
お
か
げ
で
、
以
前
よ
り
ス
ト

ー
ン
ヘ
ン
ジ
が
身
近
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
環
状
列
石
・
環
状
石せ

き

籬り

と
訳
さ
れ
る
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
は
、
巨
石
記
念
物
の
一
種
で
、
柱
状
ま
た

は
板
状
の
石
を
環
状
に
立
て
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
新

石
器
時
代
か
ら
初
期
金
属
時
代
の
祭
祀
・
埋
葬
遺
跡
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
す
る
。
日
本
で
は

北
日
本
の
縄
文
時
代
後
期
・
晩
期
に
多
い
（『
広
辞
苑
』）。

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
も
、
同
時
代
の
も
の
だ
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
す
る
と
な
る
と
、

日
本
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
個
性
や
特
徴
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
ひ
と
つ
は
「
縄
文
」
に
あ
る
。
縄
文
時
代

は
、
年
代
的
に
は
約
一
万
六
、五
〇
〇
年
前
か
ら
約
三
、

〇
〇
〇
年
前
に
か
け
て
、
日
本
列
島
で
発
展
し
た
文
化

で
あ
り
、
世
界
史
で
は
中
石
器
時
代
な
い
し
新
石
器
時

代
に
相
当
す
る
。
旧
石
器
時
代
と
縄
文
時
代
の
違
い
は
、

土
器
の
出
現
や
竪
穴
住
居
の
普
及
、
貝
塚
の
形
式
な
ど

に
あ
る
と
い
う
。
つ
い
で
に
縄
目
模
様
を
示
す
「
縄
文
」

名
称
の
由
来
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
お
く
。
大
森
貝
塚

を
発
見
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
が
発
掘
し
た

土
器
をCord M

arked Pottery

と
報
告
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
。「
縄
文
時
代
」
に
落
ち
着
い
た
の
は
、
戦

後
の
こ
と
だ
（W

ikipedia

）。

　

今
回
の
取
材
で
訪
れ
た
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
四
カ

所
。
鷲
ノ
木
遺
跡
（
北
海
道
森
町
）、
小
牧
野
遺
跡
（
青

森
県
青
森
市
）、
大
湯
環
状
列
石
（
秋
田
県
鹿
角
市
）、

伊
勢
堂
岱
遺
跡
（
秋
田
県
北
秋
田
市
）
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
三
内
丸
山
遺
跡
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
三

内
丸
山
遺
跡
に
も
実
は
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
あ
る
。

環
状
配
石
墓
と
い
わ
れ
る
小
さ
な
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

で
、
直
径
は
約
四
㍍
。
こ
れ
に
対
し
、
上
記
四
カ
所
の

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
大
型
で
、
直
径
三
〇
〜
五
〇
㍍

も
あ
る
。
以
下
で
は
、
説
明
の
都
合
上
、
大
き
な
ス
ト

ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
環
状
列
石
、
小
さ
な
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
を
環
状
配
石
と
し
て
区
別
す
る
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
の
環
状
配
石
墓
は
全
国
的
に
み
て
、

も
っ
と
も
古
い
時
期
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
環
状
配
石

と
環
状
列
石
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。
当
初
、
集
落
の
中
に
あ
っ
た
特
定
の
人
び
と
（
長

老
？
）
の
環
状
配
石
墓
が
、
集
落
の
外
で
つ
く
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
型
化
し
た
。
環
状
列
石
は
ひ
と
つ
の

集
落
で
は
つ
く
れ
な
い
の
で
、
周
辺
の
い
く
つ
か
の
集

落
が
集
ま
っ
て
共
同
で
つ
く
り
、
共
同
管
理
・
維
持
さ

れ
た
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
の
環
状
配
石
墓
は
、
ど
の
よ
う
に
配

置
さ
れ
て
い
た
の
か
？　

史
跡
の
範
囲
内
で
の
発
掘
結

果
だ
が
、
道
路
跡
が
東
西
に
四
二
〇
㍍
、
南
北
に

三
七
〇
㍍
あ
り
、
緩
斜
面
の
墓
域
が
南
北
道
路
に
沿
っ

大湯環状列石の万座環状列石（秋田県鹿角市）
大湯環状列石は、万座と野中堂の二つの環状列石により構成されている。万座の直径が48ｍ、
野中堂が42ｍで、二つの環状列石は90ｍ離れている。90ｍは、二つの直径を合計した値で、
計画的とみなされている。周囲の復元建物は、儀式のための場所と考えられている。

日
本
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群

伊
東 

孝

文
Takashi Itoh

◉
日
本
大
学
理
工
学
部
社
会
交
通
工
学
科 

特
任
教
授

H
oichi N

ishiyam
a

西
山
芳
一

写
真

◉
土
木
写
真
家

三
内
丸
山
遺
跡
で
推
定
復
元
さ
れ
た
巨
大
六
本
柱（
青
森
県
青
森
市
）

掘
立
柱
の
穴
は
、
直
径
約
二
㍍
、
深
さ
も
約
二
㍍
、
中
に
直
径
一
㍍
の
ク
リ
の
柱
が

入
っ
て
い
た
。
穴
と
穴
の
間
隔
は
す
べ
て
約
四
・
二
㍍
で
、
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い

た
。
六
本
柱
が
何
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。
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て
三
一
〇
㍍
続
き
、
そ
こ
に
直
径
四
㍍
ほ
ど
の
環
状
配

石
墓
が
二
二
基
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
環
状
配
石
墓

は
当
初
、
マ
ウ
ン
ド
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

幅
員
二
〇
㍍
の
道
路
上
に
立
つ
と
、
縄
文
人
の
目
線
の

高
さ
に
こ
れ
ら
の
環
状
配
石
墓
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

あ
ら
か
じ
め
見
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
つ
く
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

巨
大
な
六
本
柱
建
物
や
こ
れ
ら
一
〇
㍍
を
超
え
る
幹

線
道
路
の
存
在
は
、
縄
文
時
代
の
従
来
の
常
識
を
大
き

く
く
つ
が
え
し
、
従
来
の
東
ア
ジ
ア
考
古
学
を
も
変
え

た
と
い
わ
れ
る
。

　

環
状
列
石
に
は
、
石
下
に
墓
が
あ
る
も
の
と
、
な
い

も
の
と
の
二
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
湯
環
状
列
石

は
、
配
石
墓
が
集
ま
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
万
座

と
野
中
堂
の
二
つ
の
環
状
列
石
よ
り
な
り
、
二
つ
は
ほ

ぼ
同
一
の
構
造
で
、
い
ず
れ
も
一
〜
二
㍍
規
模
の
配
石

墓
一
〇
〇
基
以
上
が
二
重
の
環
状
と
な
っ
て
配
置
さ
れ

て
い
る
。
配
石
の
組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
円
形
・
方

形
・
楕
円
形
・
菱
形
が
あ
り
、
石
の
置
き
方
に
も
、
並

べ
た
り
、
立
て
た
り
、
敷
き
詰
め
た
り
と
、
八
種
類
に

類
型
化
さ
れ
て
い
る
。
組
方
の
相
違
は
、
葬
ら
れ
た
人

の
ち
が
い
と
と
も
に
、
身
分
差
も
表
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の

環
状
列
石
に
は
日
時
計
状
組
石
が
一
基
ず
つ
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
組
石
や
環
状
列
石
の
出
入
口
の
配
石
状
況
か

ら
東
西
南
北
の
方
向
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
ま
た
二
つ
の
環
状
列
石
の
中
心
を
結
ぶ
と
、
線
上

に
日
時
計
状
組
石
が
位
置
し
、
線
の
示
す
方
向
は
、
夏

至
の
日
没
の
方
向
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
縄
文
人

は
長
い
年
月
を
過
ご
す
う
ち
に
夏
至
を
知
り
、
日
没
の

方
向
を
意
識
し
て
環
状
列
石
を
つ
く
り
始
め
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
時
計
の
影
や
、
山
と
日
の
出
・

日
没
の
関
係
を
よ
み
と
り
な
が
ら
、
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
知
り
、
木
の
実
な
ど
の
採
取
時
期
を
知
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。　

　

祈
り
や
祭
り
な
ど
の
精
神
文
化
に
関
す
る
縄
文
人
の

解
明
も
進
み
、
日
本
文
化
の
基
層
と
の
関
係
も
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

高速道路上に位置する
鷲ノ木遺跡ストーンサークル
（北海道森町）
鷲ノ木遺跡は、高速道路建設に伴う埋蔵
文化財発掘調査で発見され、遺跡の下に
箱型ルーフ工法でトンネルを掘削、現地
保存した。石下に墓のないタイプ。

大湯環状列石の野中堂環状列石にある
日時計状組石（秋田県鹿角市）
写真手前が日時計組石で、両脇のやや大きめの石は南北
を示す。奥の立石は環状配石墓。万座・野中堂の環状列
石は、ともに石下に墓のあるタイプ。万座の石の数は約
5,000個、野中堂は約2,000個。

伊勢堂岱遺跡のストーンサークル
（秋田県北秋田市）
A〜Dまでの4つの環状列石が確認されて
いる。写真は、A環状列石、直径約32ｍ。
Cの環状列石が確認されたとき、道路計
画を変更して迂回させることが決定した

（1996年）。石下に墓のないタイプ。

小牧野遺跡のストーンサークル（青森県青森市）
直径は35ｍ、一部四重になっている列石をふくめると55
ｍにもなる。石の数は2,899個。石下に墓のないタイプ
で、環状列石は祭祀場としての機能が考えられている。

・『
発
掘
！ 

縄
文
時
代 

―
森
町
の
昔
―
』

  

（
森
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

・『
特
別
史
跡
　
大
湯
環
状
列
石
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

  

（
鹿
角
市
教
育
委
員
会
、
平
成
二
十
二
年
）

・『
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
図
録
』

  

（
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
、
平
成
十
六
年
）

・『
特
別
史
跡
　
三
内
丸
山
遺
跡 

―
縄
文
の
至
宝
―
』

  

（
東
奥
日
報
社
、
二
〇
〇
六
年
）

・ 

小
林
達
雄
編
著『
世
界
遺
産
縄
文
遺
跡
』（
同
成
社
、二
〇
一
〇
年
）な
ど
。 
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